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研究成果の概要（和文）：さまざまな炎症性シグナル伝達物質のプロモーター領域をクローニン

グ、モチーフ解析を行い、インターフェロンガンマレスポンシブエレメント、エストロゲン結

合ドメイン等を同定した。 

 
研 究 成 果 の 概 要 （ 英 文 ）： Using computational motif analysis, several putative 

interferon-gamma responsive elements as well as estrogen-binding domain were identified 

in the promoter region of inflammatory signaling molecules. 
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１．研究開始当初の背景 

炎症反応が一度惹起されると炎症反応は増
幅されていくが、ひとたびその機転が除去さ
れると、その反応は沈静化する。その分子機
構を解明する。 

 

２．研究の目的 

生理的な炎症性反応の沈静化の分子機構が
解明されれば副作用のない免疫抑制剤の開
発へとつながる。 

 

３．研究の方法 

さまざまな炎症性シグナル伝達物質のプロ
モーター領域を解析を行い、可能性のある分
子を同定していく。 

 
４．研究成果 
さまざまな炎症性シグナル伝達物質のプロ
モーター領域をクローニング、モチーフ解析
を行い、インターフェロンガンマレスポンシ
ブエレメント、エストロゲン結合ドメイン等
を同定した。 
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